


内覧会に出かけたら……
　玄関ポーチやバルコニーなどの屋外に面している部分と、屋内の各部分に分けると、
効率良くチェックできます。気になる箇所は付箋を貼って、チェックリストに記載！

レンジフード
レンジフードのファンを回

し、照明の点灯もテスト。吊

戸棚の扉も開閉してみま

しょう。

浴室
蛇口の栓やスイッチを、実際

に動かしてみましょう。水の

勢いもしっかりチェック。

流し台下部
流し台下部にある給排水等

の取付け状況をチェック。

実際にバルブもひねってみ

ましょう。

まずは屋内から...

ワンポイントアドバイス
機器はすべて、実際に動か
しながら確かめてください。
スムーズに動くか、使い勝手
に問題はないか、使用中に異
常な音が出ないかなど。各建
具のガタつき、寸法があって
いるかなども忘れずに確認し
ましょう。

屋内の重要な部分から先にパンフレットと照合しましょう。実際に生活するイメー
ジを持ちながら、まずキッチン、洗面所、風呂場など、次にアルミサッシ、網戸、ドアや
襖などの扉類へと、使用頻度の高い部分から順を追って確認していきます。
パンフレットとの照合が済んだら、使い勝手をしっかりチェックしましょう。

トイレ
吊戸棚や便器はしっかり固

定されていますか。戸棚の

扉や便器のフタの動き具合

も確認を。

カーテンレール
カーテンレールが天井に

しっかり固定されているか

確認。フック用ランナーも

動かしてみましょう。

扉類
扉の開閉だけでなく、カギ

のかかり具合が十分かどう

かもテストしてみましょう。

襖や引戸、障子の開閉の確

認も忘れずに。

エアコン
壁にしっかり固定されてい

るか確かめます。冷房・暖房

の両機能を忘れずにテスト

してみましょう。

インターフォン
外から実際に鳴らしてみま

す。相手の声が聞こえるか、

画像がはっきり見えるかも

確認。
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最後に屋外も...

取合い
家具と天井や壁の取合いに

スキ間やシワ、膨れはない

ですか。

床
表面の傷や汚れを点検しま

す。実際に歩いて、キシミや

ベコベコ感がないかも調べ

ましょう。

エアコン室外機
エアコン室外機がしっかり

固定されているかどうか

チェックしてください。

玄関開閉
玄関の開閉をしてみてくだ

さい。異音がしないか、作

動が重くないか確かめま

しょう。

(断面図)

水勾配 

壁面 

床面 

排水溝 

水勾配
玄関ポーチやバルコニーの

床面もポイントです。排水

溝に向かって水勾配が適切

か確かめましょう。

取合いのスキ間、クロス貼
りなどに広く目を配り、全体
の仕上がり具合を見ます。出
入口の枠、和室の柱、鴨居、
敷居などのチェックも忘れず
に行いましょう。

ワンポイントアドバイス

玄関ポーチやバルコニーなどの屋外部分のチェックも忘れずに。

壁、床、天井の仕上がりを確認します。

クロス貼り
壁のクロスは、出隅、入隅、巾木頂部の周囲に注意。

スキ間やシワ、膨らみはないですか。

入隅 

柱型 

出隅 

(平面図)

入隅 

巾木頂部 

床 

壁面 

(断面図)

ワンポイントアドバイス
床面の仕上がりのほか、避
難用ハッチ、手すりなどを
チェックします。手すりがア
ルミや金属製の場合は、少し
力を入れて揺らしてみて安
心感があることを確認しま
しょう。

洗濯パン
洗濯パンは、床にしっかり

固定されているかどうか

チェックしてください。

天井 

壁 室内 

床 
(断面図)

壁の傾き
点線のように壁が許容値を

超えて傾いていないか確認。

許容値は現場担当者にお尋

ねください。

ユニットバス天井点検口
ユニットバス天井点検口内

の電線類の整理状況も確認

しましょう。

天井シーリングコンセント
をはじめ、各部屋のコンセン
トも用意されている仮設用照
明をつけて確認しましょう。
床暖房は、あたたまるまでに
時間がかかるので、入室した
らすぐにスイッチを入れてお
くとよいでしょう。

ワンポイントアドバイス
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先進の暮らしを守る、頑固な視点。
『ジョイント施工管理システム』
　私どもは、『ジョイント施工管理システム』のもと、品質管理・施工管理を徹底。
　施工業者の選定から引渡まで、建築に関するあらゆる場面に細かく目を配っ
ています。妥協はせず厳しい視点を貫くことで、居住者の「安全な暮らし」や「豊
かな生活」を実現させます。
　また、自社内にお客様サービス室を設置、快適な住環境を維持するため、アフ
ターサービス規準に基づき、定期補修を行います。

仮
設
工
事 

1 2

基
礎
工
事 

3

躯
体
工
事 

4

外
構
工
事 

仕
上
・
附
体
設
備
・ 

5

完
成 

6

引
渡 

ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス 

マンションは、自動車や高級家電のように、工場で規格どおりの部品を生産して組

み立てられるものとは異なります。現場で専門職人の手造りによってできあがったも

のですので、仕上がりの各部に、いくらかの施工誤差があることをご理解ください。

これらは施工基準によって容認される誤差の範囲が決められていますが、一般的に

は、見た目に違和感がなく、日常生活に支障をきたさないもの、将来的にも不具合に

つながる心配がないものは、極力、手を入れないほうが賢明と思います。なぜなら、手

順を追って造り上げたものに関しては、その取合いや骨組にまで悪影響を及ぼす恐れ

があるからです。もちろん、不良部を簡単に手直しできるものであれば手を入れても

問題はありません。

これらの程度について判断が難しいときは、デベロッパーの技術担当者、施工会社

の所長や主任にお問い合わせください。お客さまが納得いくまでご相談にのります。

不明な点は納得いくまで相談！

6ヵ月目
補修

1年目
補修

2年目
補修
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